
科目区分 専門科目　　・　　一般科目 1／3ページ

学科
コース名

航空整備科 担当
矢野　善之

(常勤）
開講時期 １年次　通年

科目名 航空電気学
授業
方法

講義・演習・実習 教育時間 102

　 　

期末得点 評点 評価点

80% 20% 100%

（１単位時間＝５０分）

No. 時　間 備　考

1 17

2 13

3 10

4 15

5 14

6 6

静電気･電界と電気の基礎

その他の電装品システムと論理回路

2025 授業計画書 （シラバス）

演習を通して理論的･化学的な思考力を身につけるとともに航空機の電子技術の基礎知識
と電子回路図を読解できるようにする。

授業の進め方 演習にて進める。

到達目標

教　　育　　の　　内　　容

授業概要

実務経験

 （専）日本航空大学校

教科書

参考書

　　日本航空技術協会「航空工学講座　9　航空電子・電気の基礎」

日本航空技術協会「航空工学講座　10　航空電子・電気装備」

教　　育　　項　　目　

一等航空運航整備士の資格取得に必要な基礎知識を習得する。

授　業　計　画

学業成績の
評価方法

実技点

0%

半導体・トランジスタと磁界

交流回路

航空機配電システムとモーター

航空機電源システム





学科 航空整備科 学年

科目 航空電気学
授業
方法

　

1

1

1

　７．ホイートストーンブリッジ

　　a. ブリッジ回路の基礎実験

　　b. トランジスタの基礎実験

技量チェック

　１．電子の運動と電流

　　a. Ｐ型半導体とN型半導体

　２．ダイオードとトランジスタ

　　a. ダイオードの基礎実験

項目 教育時間

　１．静電気

　　a. 静電気の発生実験

　　b. クーロンの法則･電荷の単位

4月～6月 21

　　c. 航空機における静電気対策

　２．電流と電気抵抗

　　a. 電気の基礎実験　１

　３．オームの法則

　　a. 基礎実験　２

　４．抵抗の単位

　５．抵抗の接続

　　a. 抵抗の接続実験

　６．キルヒホッフの法則

2／3ページ
　１年

実習

実施月教　　　育　　　内　　　容  備考

技量チェック

1
静
電
気
･
電
界
と
電
気
の
基
礎

2
半
導
体
・
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
と
磁
界

３
交
流
回
路

　１．交流の波高値･実効値

　２．変圧器と電磁誘導

　３．交流回路

　　a. コイルに流れる交流の実験

　　b. コンデンサを流れる交流の実験

　　a. 磁気と磁界の実験

　６．電流のつくる磁界

　７．磁界の中で電流の受ける力

　８．電磁誘導

技量チェック

　３．導体と半導体の抵抗

　　a. キルヒホッフの法則回路実験

7月～8月 14

　　c. R－C－L回路とインピーダンス

　　a. 導体と半導体の温度と抵抗の変化

　４．半導体の応用例

　　a. サーミスタ、ＣｄＳの基礎実験

　５．磁界

9月 14

　　d. 共振回路　



学科 航空整備科 学年

科目 航空電気学
授業
方法

　

1

1

1

　１年
3／3ページ

実習

項目 教　　　育　　　内　　　容 実施月 教育時間  備考

４
航
空
機
配
電
シ
ス
テ
ム
と
モ
ー

タ
ー 　５．警報･表示灯

　６．直流モーター

　　a. 直流モーターの作動原理と構造

　７．交流モーター

　　a. 誘導モーター

技量チェック

５
航
空
機
電
源
シ
ス
テ
ム

６
そ
の
他
の
電
装
品
シ
ス
テ
ム
と
論
理
回
路

10月～12月 19

　１．配線

　　a. 配線識別記号とシンボルマーク

　２．電気部品

　　a. トグル･スイッチ　

　　b. マイクロ・スイッチ

　　c. プロキシミティ･スイッチ

　　d. リレー

　３．回路保護装置

　　a. ヒューズ

　　b. サーキット･ブレーカー

　　c. 逆流防止装置

　４．電圧計･電流計

　４．インバーター

　５．セスナの電源システム

技量チェック

　１．着陸装置の制御システム

　１．直流発電機

　２．交流発電機

　３．電圧調整器

　　a. 電圧調整器

　　b. 電流制限器

技量チェック

12月～2月 19

3月 9

　　b. ＮＯＴの基礎知識

　　c. ＮＡＮＤ･ＮＯＲの基礎知識

　６．論理回路と有接点回路

　　a. 有接点スイッチの回路実験

　　b. 論理素子を使った回路実験

　２．防氷･除氷システム

　３．その他のシステム

　４．ダイオード･トランジスタの実験

　５．ＩＣの構造と論理素子

　　a. ＡＮＤ・ＯＲの基礎知識

　　c. 逆流防止装置



科目区分 専門科目　　・　　一般科目 1／4ページ

学科
コース名

航空整備科 担当
大野 剛
(常勤）

開講時期 1年次　通年

科目名 航空機構造学
授業
方法

講義・演習・実習 教育時間 102

　 　

期末得点 評点 評価点

80% 20% 100%

（１単位時間＝５０分）

No. 時　間 備　考

1 20

2 32

3 操縦系統（概要・主及び、補助操縦系統） 13

4 着陸装置 13

5 24

2025 授業計画書 （シラバス）

飛行機について、主翼・胴体・着陸装置・操縦装置等の構成･形状及び、構造について理解させる。
飛行機に加わる荷重について理解させる。
設計・製造及び、運用についての安全性について理解させる。
機体の各種系統の概要について理解させる。

授業の進め方 教科書と参考書を基にして座学中心で学習を進めます。

到達目標

教　　育　　の　　内　　容

授業概要

実務経験     定期航空運送事業会社の実務経験を活かして航空機構造の授業を行っている。

 （専）日本航空大学校

教科書

参考書

　　日本航空技術協会「航空工学講座　2　飛行機構造」

　　日本航空技術協会「航空工学講座　3　航空機システム」

　　耐空性審査要領

教　　育　　項　　目　

航空機整備資格の取得に必要な「航空機構造」についての基礎を習得する。　　　　　　　　　　　　

各種系統（燃料・油空圧・空調・与圧・防除氷・消火）

授　業　計　画

概要（分類・各部の名称）と飛行機に加わる荷重

構造（種類・胴体･主翼･尾翼）

学業成績の
評価方法

実技点

-



学科 航空整備科 学年

科目 航空機構造学
授業
方法

　

1

４．尾部構造

　  ａ．尾翼の形態と配置

　  ｂ．水平･垂直尾翼

確認試験　(１～２） 1

1確認試験  （３～４）

項目 教育時間

　　ａ．トラス構造と応力外皮構造

　　ｂ．桁･小骨及び、縦通材

　　ｄ．運動包囲線図

確認試験

１．基本構造及び､種類

1
概
要
と
飛
行
機
に
加
わ
る
荷
重

30
2
構
造

　　ｃ．主翼の結合・取付け及び、付属部品

　　b．サンドイッチ構造

　　c．フェール・セーフ構造

　　d．損傷許容設計

　　e．疲労破壊防止のための設計基準

 備考

４．航空機の耐空類別

2／4ページ
　1年

講義

２．飛行機の各部の名称

３．構造は荷重で決まる

実施月教　　　育　　　内　　　容

１．航空機の分類

19
５．構造にかかる応力

６．飛行機の荷重

　　ａ．水平直線飛行の荷重

　　ｂ．運動による荷重倍数

　　ｃ．突風荷重倍数

３．主翼構造

　　ａ．主翼構造の種類と荷重

　　ｃ．応力外皮胴体

4月

5月～6月

　　f．一次構造・二次構造

２．胴体構造

　　ａ．胴体の基本構造と荷重

　　ｂ．枠組式構造

　　ｄ．風防･窓･ドア・非常脱出口



学科 航空整備科 学年

科目 　　航空機構造学
授業
方法

　

1

1

項目 教　　　育　　　内　　　容 実施月 教育時間  備考

　　ａ．前輪式、尾輪式着陸装置

1．主操縦系統

12

確認試験

　1年
3／4ページ

講義

　　ａ．補助翼､昇降舵､方向舵の各系統

２．補助操縦系統

　　a．フラップ、タブの操縦系統

３．動翼の空力効果

　　a．動翼の構造・配置

４．操縦系統の作動方法と機構（原理）構造

7月

8月～9月

3
操
縦
系
統

　　b．フライ・バイ・ワイヤ

　　c．ケーブル、プッシュ・プル・ロッド

　　d．リンク機構

確認試験

　　a．人力および､動力操縦系統

4
着
陸
装
置

12

    b．シミーダンパーの構造・作動

    c．ステアリング装置の構造･作動

２．着陸装置の構成

　　ａ．タイヤ、ホイール

　  b. 緩衝装置、ブレーキ、引込式着陸装置､シミーダンパー

３．主脚

　　ａ．緩衝装置の種類・構造

　　b．オレオ緩衝装置の構造・原理

　　c．ブレーキの種類

　　d．タイヤ、ホイールの型式・構造

　　e．脚引込装置の種類･構造

４．前脚

    ａ．緩衝装置

１．着陸装置の種類



学科 航空整備科 学年

科目 　　航空機構造学
授業
方法

　

１．燃料系統

　　ａ．燃料系統の構成・作動

　　b．燃料機能部品の目的､型式､構造機能

２．油圧・空気圧系統

　　ａ．油圧･空気圧系統一般

　　b．原理､流体の特徴､気体の特性

　　c．油圧･空気圧系統の構成・作動

　　d．作動油の種類･仕様

３．空調・与圧系統

　　ａ．空調･与圧系統の構成・作動

　　b．系統の構成､原理､与圧・換気･冷暖房

　　c．機能部品の目的､型式、構造機能

４．防氷及び、除氷系統

　　ａ．防氷・除氷系統一般

　　b．防氷・除氷系統の構成・作動

５．消火系統

　　ａ．消火系統一般

　　b．航空機についての消火系統の構成と必要性

　c．火災探知､消火系統の構成・作動概要

1

23
5
各
種
系
統

　1年
4／4ページ

講義

項目 教　　　育　　　内　　　容 実施月 教育時間  備考

確認試験

10月～2月



科目区分 専門科目　　・　　一般科目 1／２ページ

学科
コース名 航空整備科 担当 伊豆原 萌子

（常勤）
開講時期 1年次　通年

科目名 情報処理Ⅰ
授業
方法

講義・演習・実習 教育時間 30

　 　

期末得点 評点 評価点

60% 10% 100%

（１単位時間＝５０分）

No. 時　間 備　考

1 10

2 10

3 10

2025 授業計画書 （シラバス）

コンピュータの正しい使い方とマイクロソフトオフィス（ワード、エクセル）の基本を学ぶ。

授業の進め方 授業では、板書、プレゼンテーション等を活用する。

到達目標

教　　育　　の　　内　　容

授業概要

実務経験 ―

 （専）日本航空大学校

教科書

参考書

例題50+演習問題100でしっかり学ぶ　Word/Excel/PowerPoint 標準テキスト

―

教　　育　　項　　目　

1.　メディアリテラシーを理解する

2.　文書作成ソフトワードの基本操作が実施出来る

3.　表計算ソフトエクセルの基本操作が実施出来る

マイクロソフト　エクセル基礎

授　業　計　画

メディアリテラシー

マイクロソフト　ワード基礎

学業成績の
評価方法

実技点

30%



学科 　航空整備科 学年

科目 　情報処理Ⅰ
授業
方法

　

a　インターネット

b　メディアコミュニケーション

c　セキュリティ

d　インターネットの著作権

a　Wordの基本操作を理解

c　テキストデザイン

d　チラシデザイン

e　ポスターデザイン

f　段組みデザイン

g　ラベルデザイン

a　表計算シートを作る

b　表計算をする

c　グラフを作る

d　データベースを管理する

項目

メ
デ
ィ

ア
リ
テ

ラ
シ
ー

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

ワ
ー
ド
 

基
礎

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

エ
ク
セ
ル
 

基
礎

 備考

11月～3月 10

6月～10月 10

4月～6月 10

２／２ページ
1年

講義

教育時間実施月教　　　育　　　内　　　容



科目区分 専門科目　　・　　一般科目 １／４ページ

学科
コース名

航空整備科 担当
大野　剛
(常勤）

開講時期 1年次　通年

科目名 航空力学
授業
方法

講義・演習・実習 教育時間 105

　 　

期末得点 評点 評価点

50% 20% 100%

（１単位時間＝５０分）

No. 時　間 備　考

1 25

2 16

3 25

4 15

5 12

6 12

教　　育　　項　　目　

　操縦性

　重量及び重心位置と航空機の振動

授　業　計　画

　基礎（流体力学）と翼型の理論

　高速空気力学と安定性

学業成績の
評価方法

実技点

30%

　飛行機の翼

　全機の空力特性と性能

2025  授業計画書 （シラバス）

  鳳分書林出版　基礎航空工学
　耐空性審査要領

　　1, 飛行の原理、空力特性の全般・基礎について理解させる

　　2、航空従事者 (航空整備士)　国家試験　(学科・実技)の合格、資格取得を目指す

１．航空力学の知識を習得させる。

２．航空機の空力特性、安定性、操縦性の知識を習得させる。

授業の進め方 授業では、板書、プレゼンテーション、ハンドアウト（配付印刷物）、eラーニング等を活用する。

到達目標

教　　育　　の　　内　　容

授業概要

実務経験 航空整備士の実務経験を生かして航空法規の授業を行っている

 （専）日本航空大学校

教科書

参考書

　日本航空技術協会　　航空工学講座　[ 1 ]   「 航空力学 」



学科 航空整備科 学年

科目 航  空  力　学
授業
方法

２／４ページ

　

　確認試験 1

　確認試験 1

飛
行
機
の
翼

　 ４．地面効果

　 ５．ウェイク・タービュランス

　14．高揚力装置

　 １．主翼の平面形と取り付け角

　 ２．アスペクト比の効果

　 ３．空力平均翼弦

　 ４．誘導抗力と誘導迎え角

　 ５．翼の循環理論

　 ６．翼幅方向の揚力分布

　 ７．翼端失速と自転現象

　 ８．後退翼の空力特性

　 １．全機の抗力

　 ２．全機の最小有害抗力係数

　 ３．プロペラ後流の影響

全
機
の
空
力
特
性
と
性
能

 備考

　 ４．翼に生じる揚力

1 年

講 義

　 ２．連続の法則

　 ３．ベルヌーイの定理

実施月教　　　育　　　内　　　容

　 １．標準大気

項目 教育時間

　 ５．層流と乱流及び臨界レイノルズ数

　 ６．境界層、剥離

　 ７．対気速度

基
礎
（

流
体
力
学
）

と
翼
型
の
理
論

24

　13．翼型特性

　 ８．翼型各部の名称

　 ９．揚力、抗力と迎え角

　10．風圧分布と風圧中心

　11．空力モーメントと空力中心

　12．翼の失速

15

24

4～6月

6～7月

7～9月

 　　次頁に続く

　 ６．利用馬力と必要馬力

　 ７．水平飛行

　 ８．滑空・降下性能

　 ９．上昇性能

  10．旋回



学科 航空整備科 学年

科目 航  空  力　学
授業
方法

３／４ページ

　

　確認試験 1

　確認試験 1

　確認試験 1

操
縦
性

14

項目 教　　　育　　　内　　　容 実施月 教育時間

　 ３．衝撃波

　 ２．マッハ数

　 ４．形状の影響（面積法則）

　 ５．平面形

 　１．圧縮性と音速

 
全
機
の

 
 

空
力
特
性
と
性
能

高
速
空
気
力
学
と
安
定
性

　５．方向舵

　６．スポイラー

　７．スタビライザー

 備考

1 年

講 義

  12．着陸性能

  11．離陸性能

(24)
  13．巡航性能

  14．プロペラの効率と推力

  15．ピストン機の性能

  16．ジェット機の性能

　４．昇降舵

 11．上反角効果

　 ７．静安定と動安定

　 ８．飛行機の三軸と揺れの方向

　 ９．縦の安定、横の安定

 10．方向の安定

　 ６．高速機の翼型

 12．横揺れ、横滑り、偏揺れの相互関係

 13．きりもみ

11

7～9月

9～10月

10～11月

 11．運動性能

　８．タブの種類と作用

　９．スタビレーター、エレボン、ラダベーター、フラッペロン

 10．三舵の特性

　１．舵の効きと重さ

　２．舵の重さを減少する方法

　３．補助翼



学科 航空整備科 学年

科目 航  空  力　学
授業
方法

４／４ページ

　

　確認試験 1

1 年

講 義

項目 教　　　育　　　内　　　容 実施月

　７．バフェット

　８．補助翼の逆効き

重
量
及
び
重
心
位
置
と
航
空
機
の
振
動

教育時間  備考

111～2月

　１．飛行機の重量

　２．重心位置の表示

　３．重心位置の測定

　４．重心位置の計算法

　５．フラッタ

　６．ダイバージェンス



科目区分 専門科目　　・　　一般科目 １／４ページ

学科
コース名

航空整備科 担当
力野慎平
(常勤）

開講時期 1年次　通年

科目名 航空法規
授業
方法

講義・演習・実習 教育時間 68

　 　

期末得点 評点 評価点

50% 20% 100%

（１単位時間＝５０分）

No. 時　間 備　考

1 10

2 23

3 19

4 16

教　　育　　項　　目　

  航空従事者と航空機の運航

  航空運送事業等とその他

授　業　計　画

  目的、定義、および登録

  航空機の安全性

学業成績の
評価方法

実技点

30%

2025 授業計画書 （シラバス）

　　日本航空技術協会　　航空機の基本技術　　　　　　　　　　　　　　　

　　1, 航空機整備作業に必要な関連法規を理解させる

　　2、航空従事者 (航空整備士)　国家試験　(学科・実技)の合格、資格取得を目指す

航空機整備士に必要な航空機登録、航空機の安全性、航空従事者及び、航空機の運航に
ついての関係法規を理解させる。

授業の進め方 授業では、板書、プレゼンテーション、ハンドアウト（配付印刷物）、eラーニング等を活用する。

到達目標

教　　育　　の　　内　　容

授業概要

実務経験 航空整備士の実務経験を生かして航空法規の授業を行っている

 （専）日本航空大学校

教科書

参考書

　　日本航空技術協会　　新航空法規解説　



学科 航空整備科 学年

科目 航  空  法  規
授業
方法

２／４ページ

　

　確認試験 1

　４．耐空性審査要領

　５．TCD

　９．対抗力

　１．耐空証明

　　ａ. 航空法第１０条第４項の基準

　　b. 運用限界等指定書、飛行規程

　　ｃ. 耐空検査員

　　ｄ. 試験飛行

　　ｅ. 耐空証明の有効期間

　　ｆ. 耐空証明の効力の停止、失効

　８．登録記号の打刻

目
的
、

定
義
、

お
よ
び
登
録

 備考

　　ｃ. 航空機製造事業法

1 年

講 義

　　a. 国際民間航空条約

　　b. 電波法、高圧ガス保安法

実施月教　　　育　　　内　　　容

　１．法の体系と航空法の構成

　５．登録

　　ａ. 新規登録、変更登録

　　b. 移転登録、抹消登録

　６．登録の要件

　７．登録証明書

項目 教育時間

　２．航空法の目的、定義

　３．付属書第一、付属書第二、付属書第三

　４．耐空類別

航
空
機
の
安
全
性

　　ｅ. 軽微な修理、小修理、大修理

　　ｆ. 小改造、大改造

9

22

4～5月

5～8月

　６．修理改造検査

　　ａ. 作業の区分と作業内容

　　ｂ. 確認主任者

　　ｃ. 工場整備士

　　ｄ. 軽微な保守、一般的保守

　２．型式証明

　　ａ. 型式証明の変更

　　b. 追加型式証明

　３．型式承認及び仕様承認



学科 航空整備科 学年

科目 航  空  法  規
授業
方法

３／４ページ

　

　確認試験 1

教育時間  備考

（18)

1 年

講 義

　１．技能証明

　　ａ. 技能証明書

　４．国籍等の表示及び識別板

　５．航空日誌

　６．航空機に備え付ける書類

　　ｃ. 技能証明の限定及び限定変更

　　ｄ. 技能証明の要件

　　ｅ. 欠格事由

　　ｆ. 業務範囲

　　ｇ. 試験

　　ｈ. 技能証明の取り消し

項目 教　　　育　　　内　　　容 実施月

　　b. 資格

　８．発動機等の整備

　９．限界使用時間

 10．航空機の整備または改造

 11．認定事業場

　　ａ. 能力区分

　　ｂ. 業務範囲及び作業区分の限定

　　ｃ. 認定の基準

　　ｄ. 業務規程

　　ｅ. 確認主任者

　　ｆ. 基準適合証

　　ｇ. 確認の方法

　　ｈ. 認定の有効期間

5～8月 (22)

   次頁に続く

航
空
従
事
者
と
航
空
機
の
運
航

8～11月

　　ａ. 運用限界等指定書

　　b. 飛行規程（運航規程）

　７．航空機の航行の安全を確保するための装置

　８．航空機の運航の状況を記録するための装置

　　ｉ. 航空従事者の養成施設

　２．一等・二等航空整備士

　３．一等・二等航空運航整備士

航
空
機
の
安
全
性



学科 航空整備科 学年

科目 航  空  法  規
授業
方法

４／４ページ

　

　確認試験 1

　確認試験 1

教育時間  備考

1 年

講 義

項目 教　　　育　　　内　　　容 実施月

　　ａ. 緊急の場合において取るべき措置等

　　ｂ. 運用許容基準

　　ｃ. 特別点検

　９．救急用具

　　ａ. 救急用具の装備、点検期間

　　b. 特定救急用具

　　c. 特定救急用具の型式承認

　10．航空機の燃料

　11．航空機の灯火

航
空
従
事
者
と
航
空
機
の
運
航

航
空
運
送
事
業
等
と
そ
の
他

（18）

15

8～11月

11～3月

　　ｄ. ヒューマンエラーとヒューマンエラーの管理

　４．飛行場、空港

　５．航空保安施設

　６．人間の能力、および限界

　　ａ. 整備とヒューマン・ファクター

　　b. ヒューマン・ファクターの概念

　　ｃ. 人間の能力と限界

　12．地上移動

　１．運航規程及び整備規程の認可

　２．運航規程及び整備規程の要目



科目区分 専門科目　　・　　一般科目 1／２ページ

学科
コース名 航空整備科 担当

渡邊康秀
 (常勤）

開講時期 1年次通年

科目名 一般教養
授業
方法

講義・演習・実習 教育時間 60

　 　

期末得点 評点 評価点

80% 20% 100%

（１単位時間＝５０分）

No. 時　間 備　考

1 40 4～11月

2 17 １１～２月

3 3 ２・３月

（標準）

教　　育　　項　　目　

　1．ＳＰＩ解法に必要な数的処理能力を習得する。

  2．ＳＰＩ解法に必要な、語句や語彙力な知識を習得する。

  3．第１項・第２項の総合力として、入社試験合格レベルに到達する。

授　業　計　画

数的処理能力

言語能力

2025授業計画書 （シラバス）

学業成績の
評価方法

 （専）日本航空大学校

教科書

参考書

　史上最強SPI＆テストセンター超実戦問題集

実技点

－

―

　就職試験において広く実施されている能力・適性検査対策として、数的分野、言語分野及
び構造的把握力分野にわたるSPI各科目を演習し、各種問題に対処する手法を習得する。

授業の進め方 教科書を主体とし、板書、スライドを併用して演習問題の反復演練とその解説による。

到達目標

教　　育　　の　　内　　容

授業概要

実務経験 ―

構造的把握力



学科 　航空整備科 学年

科目 　一般教養
授業
方法

　

項目 教育時間実施月教　　　育　　　内　　　容

a　推論                                   ｋ  語句の意味

非
言
語
能
力

4月～3月 60

ｃ　確率　　　　　　　　　　　　　　　　　m  空欄補充

ｄ　損益算　　　　　　　　　　　　　 　　ｎ  長文読解

e　仕事算　　　　　　　　　　　　　　　 o   英語同意語

ｆ　速度算                               P   英語反意語

ｇ　集合　　　　　　　　　　　　　　　　　ｑ　 英英辞典

h　表の解釈                            ｒ   英語空欄補充

I　特殊算　　　　　　　　　　　　　　　　ｓ　英語長文読解

 備考

２／２ページ
　１年

講義

ｂ　順列・組合せ　　　　　　　　　　　　l　複数の意味 　
 教務計画（標準）

・ａ～ǐ（数的処
理）
　：４～１１月

・ｊ～ｓ（言語能力）
　：１１～２月

・ｔ（構造的把握力）
　：２・３月



科目区分 専門科目　　・　　一般科目 1／4ページ

学科
コース名

航空整備科 担当
江口　敏一

(常勤）
開講時期 1年次　通年

科目名 航空計器学
授業
方法

講義・演習・実習 教育時間 102

　 　

期末得点 評点 評価点

80% 20% 100%

（１単位時間＝５０分）

No. 時　間 備　考

1 17

2 14

3 15

4 15

5 14

6 14

7 13その他の航法装置

2025 授業計画書 （シラバス）

航空機用計器の構造、機能、取扱、および注意事項を理解させる。
航空機に装備されている無線通信装置、無線航法装置、およびその他の装置等の構成作動原理、
その運用方法を理解させる。

授業の進め方 教科書を基にして座学中心で学習を進めます。

到達目標

教　　育　　の　　内　　容

授業概要

実務経験 ―

 （専）日本航空大学校

教科書

参考書

回転計、液量計・流量計、およびジャイロ計器

　　日本航空技術協会「航空工学講座　8　航空計器」

　　日本航空技術協会「航空工学講座　10　航空電子・電気装備」

無線航法装置

教　　育　　項　　目　

航空機整備資格の取得に必要な「航空計器」についての基礎を習得する。　　　　　　　　　　　　

電気計器、基礎知識、および通信装置

授　業　計　画

計器一般、計器の装備および空盒計器

圧力計と温度計

学業成績の
評価方法

実技点

-

磁気コンパス



学科 航空整備科 学年

科目 航空計器学
授業
方法

　

1

 　８．測温方法

 　９．滑油温度計

  10．シリンダ温度計

  11．排気ガス温度計

  12．外気温度計

1

1
計
器
一
般
・
計
器
の
装
備
・
お
よ
び
空
盒
計
器

16

2
圧
力
計
と
温
度
計

13

確認試験

 　７．その他圧力計

18．昇降計

19．ピトー・静圧系統

確認試験　

 　１．圧力受感部

 　３．滑油圧力計

 　４．吸気圧力計

 　５．吸引圧力計

 　２．絶対圧とゲージ圧

6月

項目 教育時間

13. 空盒計器の一般事項

 　６．EPR計

10. 装備の一般事項

11. 計器の取付、取外し

12．計器の配管、配線

５．航空計器の外箱

６．工場封印

７. 照明

８. 計器の色標識

９. 計器板

14. 大気の圧力と標準大気

15．空盒

16．高度計

17．対気速度計

 備考

４．航空計器の特徴

2／4ページ
　1年

講義

２．計器の保守

３．航空計器の生産

実施月教　　　育　　　内　　　容

１．計器一般で重要な事柄

4月～5月



学科 航空整備科 学年

科目 航空計器学
授業
方法

　

1

1

10．ＶＨＦ送信機

11．ＵＨＦ送信機

12．ＨＦ送信機

13．ＶＨＦ／ＨＦの運用

14．ＶＨＦデーターリンク･システム

15．航空衛星通信

1

13

5
電
気
計
器
・
基
礎
知
識
お
よ
び
通
信
装
置

３．サーボ

４．マグネシン

５．超小型シンクロ

６. 電波

７．送/受信機

８．アンテナ

９．通信装置の概要

確認試験

11月

１．シンクロ

２．交流レート･ゼネレーター

14

教育時間  備考

14

4
磁
気
コ
ン
パ
ス

２．磁気コンパスの構造

３．磁気コンパスの誤差と自差の修正

項目

４．遠隔指示コンパス

確認試験

確認試験

１．地磁気

3
回
転
計
・
駅
量
刑
・
流
量
計
お
よ
び
ジ
ャ

イ
ロ
計
器

７．ジャイロの性質

８．水平儀

9月～10月

　1年
3／4ページ

講義

7月～8月

１．直接駆動式

２．電気駆動式

３．電子式回転計

４．同調表示器

５．液量計

９．定針儀

10．旋回計

11．真空系統

12．レーザージャイロについて

教　　　育　　　内　　　容 実施月

６．流量計



学科 航空整備科 学年

科目 航空計器学
授業
方法

　

1

1確認試験

13

6
無
線
航
法
装
置

12

7
そ
の
他
の
航
法
装
置

14．気象レーダー

15．地上接近警報装置

16．航空機衝突防止装置

７．自動航法装置の概説

８．慣性航法装置

９．FD/APの概説

10．オートパイロット

11．フライト･ディレクター

12. 航法補助装置の概説

13．電波高度計

１．RNAV/FMSの概説

 備考

６. ＭＬＳ

７．衛星航法システム

確認試験

　1年
4／4ページ

講義

12月

1．概要

２．ＮＤＢ及びＡＤＦ

３．ＶＯＲ及びＶＯＲ受信機

４．ＤＭＥ

５．ＩＬＳ

1月～2月

項目 教　　　育　　　内　　　容 実施月 教育時間

２．ＲＮＡＶ（エリア･ナビゲーション）

３．ＦＭＳ

４．その他の航法装置の概説

５．ＡＴＣトランスポンダ

６．航空機事故に関する装置



科目区分 専門科目　　・　　一般科目 1／2ページ

学科
コース名

航空整備科 担当
小島　直也

(常勤）
開講時期 1年次　通年

科目名 航空機材料学
授業
方法

講義・演習・実習 教育時間 68

　 　

期末得点 評点 評価点

80% 20% 100%

（１単位時間＝５０分）

No. 時　間 備　考

1 20

2 22

3 14

4 12複合材料

非金属材料

教　　育　　項　　目　

航空機整備資格の取得に必要な「航空機材料」についての基礎を習得する。　　　　　　　　　　　　

授　業　計　画

力学および材料力学の基礎

　　金属材料

学業成績の
評価方法

実技点

-

2025授業計画書 （シラバス）

航空機に使用されている金属材料、非金属材料の性質及び規格、材料力学について
整備士に必要とされる知識を習得させる。

授業の進め方 教科書を基にして座学中心で学習を進めます。

到達目標

教　　育　　の　　内　　容

授業概要

実務経験     定期航空運送事業会社の実務経験を活かして航空機構造の授業を行っている。

 （専）日本航空大学校

教科書

参考書 -

　　日本航空技術協会「航空工学講座　4　航空機材料」

　　日本航空技術協会「航空機の基本技術」



学科 航空整備科 学年

科目 航空機材料学
授業
方法

　

1

1

1

1

確認試験 1

１．一般、FRCMの基材

２．理論と特性

３．複合材の製法、検査、修理

1

確認試験（１～３）

確認試験(４～７)

7月～11月

12月

1月

４．塗料

 　５．代表的な材料規格・アルミニウム合金

 　６．アルミニウム合金の用途による分類と規格

 　７．アルミニウム合金の機械的性質を変える方法

 　８．航空機に用いられる主なアルミニウム合金

 　９．チタン合金

  10．マグネシウム合金

  11．鋼一般・鋼の規格

  12．炭素鋼・高張力鋼、耐食鋼、耐熱鋼

   確認試験（５～１２）

１．一般

２．プラスチック、ゴム

   確認試験（１～４）

 備考

４．弾性係数・応力ひずみ線図

2／2ページ
　1年

講義

２．荷重の種類・応力の種類

３．引張応力・せん断応力・ひずみ

実施月教　　　育　　　内　　　容

１．力学の基礎

4月～6月

５．支点の反力

６．はりの曲げモーメント・せん断力

７．トラス構造の応力と軸力

確認試験

項目 教育時間

 　４．熱処理

３．シーラント、接着剤

 　１．構造用金属材料

 　２．機械的性質・クリープ・材料試験

 　３．金属材料の機械的性質を変える方法

1
力
学
お
よ
び
材
料
力
学
の
基
礎

18

2
金
属
材
料

20

3
非
金
属
材
料

13

4
複
合
材
料

11



科目区分 専門科目　　・　　一般科目 1／3ページ

学科
コース名

航空整備科 担当
小島直也
(常勤）

開講時期 1年次　通年

科目名 基本技術
授業
方法

講義・演習・実習 教育時間 204

　 　

期末得点 評点 評価点

80% 20% 100%

（１単位時間＝５０分）

No. 時　間 備　考

1 9

2 25

3 ホース・チューブ 25

4 ケーブル 15

5 50

6 15

7 15作図知識

2025 授業計画書 （シラバス）

航空機の整備技術の基礎をなす基本技術の知識を習得させる。

授業の進め方 座学と実習により基本技術の基礎を学習します。

到達目標

教　　育　　の　　内　　容

授業概要

実務経験     定期航空運送事業会社の実務経験を活かして航空機構造の授業を行っている。

 （専）日本航空大学校

教科書

参考書

　　日本航空技術協会「航空機の基本技術」

　　日本航空技術協会「航空機の基本技術入門　基本工具編」

非破壊検査

教　　育　　項　　目　

航空機整備資格に必要な「基本技術Ⅱ」の基礎を習得する。　　　　　　　　　　　　

締結法

授　業　計　画

安全・工具

機械計測

学業成績の
評価方法

実技点

-

　　航空機整備作業の基準　ＡＣ - ４３



学科 航空整備科 学年

科目 基本技術
授業
方法

　

1

1

1

６．ケーブル・リギング

７．ターン・バックルのセフティ・ロック

1確認試験

4
ケ
ー

ブ
ル

14

項目 教育時間

２．フィッティングの種類､形状

1
安
全
工
具

8

2
機
械
計
測

24

3
ホ
ー

ス
・
チ
ュ
ー

ブ

24

４．ケーブル・エンド・フィッティングの種類

７．マイクロメーターの取り扱い

確認試験

１．アンチ・シーズ剤

 備考

１．計測用語

2／3ページ
　1年

講義

２．一般工具の種類と取扱方法

確認試験

実施月教　　　育　　　内　　　容

１．安全衛生
4月

5月

２．誤差と補正値

３．計測器取り扱い上の注意事項

４．ノギスの原理、読み方

５．ノギスの取り扱い

６．マイクロメーターの原理､読み方

6月

7月

５．ケーブル・アッセンブリー の製作

３．ホースの構造､特徴

４．ホースフィッティング

５．ホースの種類、材質､用途

６．ホースの使用方法、検査

７．チューブの種類､用途､使用方法

８．チューブフィッティング

９．チューブアッセンブリーの取り付け､洗浄

10．チューブアッセンブリーの検査

１．ケーブルの種類、構成、性質

２．ケーブルの保存

３．ケーブルの検査、防錆・潤滑

確認試験



学科 航空整備科 学年

科目 基本技術
授業
方法

　

1

1

４．超音波探傷検査

５．渦流探傷検査

６．放射線探傷検査

1確認試験

14

6
非
破
壊
検
査

　1年
3／3ページ

講義

項目 教　　　育　　　内　　　容 実施月 教育時間  備考

２．ねじの種類と表示法

３．ボルトの種類､部品番号

４．ボルトの取り扱い

５．ナットの形状

６．ノンセルフロッキングナットの種類

48

９．ナットの部品番号

10．ナットの取り扱い

11．ワッシャーの目的

12．ワッシャーの種類､部品番号、取り扱い

 13．スクリューの種類､取り扱い

８．ナットの使用温度制限

 14．トルク､トルク値の決定方法

１．基本部品の標準規格

8月～10月

11月

5
締
結
法

２．浸透探傷検査

３．磁気探傷検査

15．トルクレンチの種類と取り扱い

16．エクステンションの使用法

17．安全線の材料、サイズ､使用温度

18．ドリル・ヘッド・ボルトの穴位置の決め方

19．安全線の掛け方、注意と制限事項

20．コッターピンの材料、サイズ､使用温度

21．コッターピンの穴位置の決め方

22．コッターピンの取り付け方法

確認試験　（１～12）

確認試験　（13～22）

１．非破壊検査の概要

７．セルフロッキングナットの種類



学科 航空整備科 学年

科目 基本技術
授業
方法

　

1

1

５．リベットの配置

６．その他の注意事項

1

２．リベット各部名称と用途

9
構
造
修
理

24
３．リベットの選定要素

４．修理に必要なリベット数の求め方

確認試験

１．損傷部の処置の仕方

２．構造修理の基本原則

８．部品を用いた作図方法

7
作
図
知
識

14

24

8
リ
ベ
ッ

ト

12．リベット打ち作業

13．リベット除去､再リベット作業

確認試験

６．その他のリベット

７．リベットの穴あけ

８．皿取りとディンプリング

９．リベッティング作業

10．ニューマチックハンマーの使用方法

11．リベット打ちの限度と検査

確認試験

１．ソリッドシャンクリベット

項目 教　　　育　　　内　　　容 実施月 教育時間  備考

12月

1月

2月

　1年
3／3ページ

講義

３．リベットの部品番号

４．熱処理とリベット

５．ブラインドリベットの用途､種類

１．図面に関する規格

２．フィッティングの種類､形状

３．製図で使用する線の種類

　４．寸法記入方法

５．文字の記入方法

６．寸法補助記号

７．表題欄と部品欄


